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芳
賀
茂
元
奉
献
「
列
国
議
員
同
盟
参
列
記
念
」
鳥
居
の
建
設
と
移
設
の
経
緯
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東

か
お
り

　

は
じ
め
に

　

か
つ
て
宗
像
市
の
東
郷
駅
東
口
か
ら
宗
像
神
社
に
通
ず
る
参
道
（
現
・
宗
像

地
区
消
防
本
部
付
近
）
に
、
石
の
大
鳥
居
が
あ
っ
た
【
図
１
】
。
現
在
、
こ
の

鳥
居
は
草
崎
半
島
（
同
市
神
湊
）
に
あ
る
宗
像
大
社
頓
宮
（
御
旅
所
）
の
坂
の

入
り
口
に
、
木
々
に
覆
わ
れ
る
よ
う
な
か
た
ち
で
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
る
【
図

２
】
。
本
稿
で
は
、
今
で
は
忘
れ
去
ら
れ
た
感
も
あ
る
こ
の
鳥
居
の
由
来
を
記

す
と
と
も
に
、
鳥
居
が
現
在
の
場
所
に
移
設
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
も
併
せ
て

紹
介
し
た
い
。　

（一
）
　

 

芳
賀
茂
元
と
列
国
議
会
同
盟

　

こ
の
鳥
居
は
、
形
状
は
明
神
鳥
居
で
、
神
額
に
「
宗
像
神
社
」
、
正
面
右
の

柱
裏
に
「
列
国
議
員
同
盟
会
議
参
列
記
念
」
、
左
の
柱
裏
に
「
昭
和
七
年
七
月

二
十
日
」
「
貴
族
院
議
員　

八
幡
市　

芳
賀
茂
元
」
「
山
口
県
徳
山
市　

石
工　

中
村
藤
兵
衛
」
と
そ
れ
ぞ
れ
刻
ま
れ
て
い
る
【
図
３
】
。

　

鳥
居
の
奉
献
者
で
あ
る
芳
賀
茂
元
は
、
芳
賀
善
一
郎
の
次
男
と
し
て
一
八
八

七
（
明
治
二
十
）
年
、
遠
賀
郡
に
生
ま
れ
た
。
東
筑
中
学
校
を
卒
業
後
、
一
九

〇
九
年
か
ら
八
幡
市
役
所
に
奉
職
し
、
八
幡
市
農
会
副
会
長
や
福
岡
県
消
防
協

会
理
事
な
ど
の
ほ
か
、
九
州
土
地
株
式
会
社
相
談
役
、
政
友
会
八
幡
支
会
副
支

会
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
こ
の
間
、
地
主
で
多
額
納
税
者
だ
っ
た
芳
賀
善
次
郎

の
養
子
と
な
り
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
家
督
を
相
続
し
た
こ
と
で
、
自

身
も
多
額
納
税
者
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
五
私
鉄
疑
獄
事
件
で
起
訴
さ
れ
た
福

岡
県
多
額
納
税
者
の
貴
族
院
議
員
、
富
安
保
太
郎
が
公
判
中
の
一
九
三
一
年
十

月
二
十
六
日
に
死
去
し
た
こ
と
で
、
芳
賀
は
翌
年
三
月
八
日
の
補
欠
選
挙
を
経

て
、
九
月
ま
で
富
安
の
残
り
短
い
在
任
期
間
を
引
き
継
ぐ
形
で
貴
族
院
議
員
と

な
っ
た
。
議
員
の
任
期
満
了
後
は
帝
国
議
会
に
戻
ら
ず
、
一
九
三
三
年
に
桜
麦

図１　東郷駅前の大鳥居
　（『宗像』第27号、1963年 3月1日付）

図２　神湊の鳥居
　（2020年12月筆者撮影）
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酒
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
ほ
か
、
波
多
野
鉄
工
所
取
締
役
や
第
十
七
銀
行
の

監
査
役
な
ど
を
歴
任
し
た
。
ま
た
県
下
の
財
界
の
み
な
ら
ず
教
育
界
に
も
重
き

を
な
し
、
一
九
三
九
年
に
福
岡
大
学
の
前
身
校
に
あ
た
る
弘
文
学
舎
を
戸
畑
に

創
設
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
一
九
四
八
年
五
月
十
八
日
に
死
去
し
た
。

　

こ
の
鳥
居
は
左
柱
に
刻
ま
れ
た
文
字
が
示
す
と
お
り
、
貴
族
院
議
員
と
な
っ

た
芳
賀
が
「
列
国
議
員
同
盟
会
議
」
に
参
列
し
た
際
に
、
そ
の
記
念
と
し
て
建

て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
列
国
議
員
同
盟
」
と
は
、Inter-Parliam

entary U
nion

と
い
う
主
権
国
国
会
議
員
の
国
際
組
織
を
指
す
。
一
八
八
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
や

フ
ラ
ン
ス
な
ど
欧
米
の
国
会
議
員
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
事

務
局
を
置
く
現
存
す
る
国
際
組
織
で
あ
り
、
日
本
は
一
九
〇
八
年
か
ら
現
在
ま

で
そ
の
加
盟
国
と
な
っ
て
い
る
（
以
下
、
今
日
の
呼
び
名
で
あ
る
「
列
国
議
会
4

4

同
盟
」
と
表
記
す
る
）
。
毎
年
加
盟
国
の
主
要
都
市
で
開
催
さ
れ
る
年
次
総
会

に
各
国
議
会
の
代
表
団
が
参
加
し
、
軍
縮
や
人
権
、
議
会
制
度
の
発
展
等
様
々

な
課
題
を
討
議
す
る
こ
と
で
、
議
員
間
の
親
睦
と
国
際
問
題
へ
の
共
通
理
解
の

醸
成
を
目
指
す
と
い
う
の
が
基
本
的
な
活
動
内
容
で
あ
る
。
芳
賀
の
参
列
当

時
、
日
本
は
列
国
議
会
同
盟
の
ほ
か
に
「
万
国
議
院
商
事
会
議
」
（C

onférence 

Parlem
entaire Internationale du Com

m
erce

）
と
い
う
国
際
議
員
団
体
に
も
加

盟
し
て
い
た
。
通
常
、
衆
議
院
も
貴
族
院
も
一
度
の
渡
欧
で
列
国
議
会
同
盟
と

万
国
議
院
商
事
会
議
双
方
の
総
会
に
参
列
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
内
実
と

し
て
列
国
議
会
同
盟
に
は
衆
議
院
が
、
商
事
会
議
に
は
貴
族
院
が
主
体
的
に
関

与
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
芳
賀
が
議
員
だ
っ
た
一
九
三

二
年
の
商
事
会
議
は
総
会
が
翌
年
に
延
期
さ
れ
て
お
り
、
結
果
的
に
芳
賀
ら
は

総
会
に
つ
い
て
は
列
国
議
会
同
盟
の
み
の
参
列
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
の
年
の
列
国
議
会
同
盟
の
総
会
開
催
は
、
矢
田
七
郎
駐
ス
イ
ス
公
使
の
来

図３　神湊の鳥居

①　鳥居表面

②　鳥居左柱裏

③　鳥居右柱裏

④　鳥居右柱裏下

（全て2020年12月筆者撮影）
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電
で
五
月
十
四
日
に
外
務
省
本
省
へ
通
知
さ
れ
た
。
直
ち
に
両
院
に
回
覧
さ

れ
、
内
田
嘉
吉
、
伊
澤
多
喜
男
と
と
も
に
芳
賀
は
貴
族
院
か
ら
の
代
表
団
に
選

出
さ
れ
た
。
六
月
二
十
五
日
、
芳
賀
を
乗
せ
た
船
は
横
須
賀
港
を
出
発
し
太
平

洋
を
横
断
し
た
。
芳
賀
は
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
の
各
地
を
視
察
し
た
の
ち
大
西

洋
を
渡
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
い
、
八
月
二
十
日
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
開
か

れ
た
総
会
に
臨
ん
だ
。
芳
賀
は
盛
会
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

　

芳
賀
は
総
会
中
、
舩
田
と
と
も
に
各
国
代
表
団
か
ら
二
名
が
選
出
さ
れ
、
議

事
の
日
程
や
委
員
会
の
設
置
、
次
回
総
会
の
開
催
地
等
を
検
討
す
る
評
議
員
会

の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。
総
会
で
は
フ
ラ
ン
ス
代
表
が
イ
タ
リ
ア
代
表
に
対
し

て
痛
烈
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判
を
行
っ
た
こ
と
で
、
憤
激
し
た
イ
タ
リ
ア
議
員
団

が
一
時
的
に
列
国
議
会
同
盟
を
脱
退
す
る
事
件
が
発
生
し
、
「
ム
ツ
ソ
リ
ニ
イ

式
の
腰
の
強
さ
」
に
は
、
芳
賀
も
驚
き
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

ま
た
八
幡
市
の
消
防
組
頭
を
務
め
て
い
た
芳
賀
は
、
こ
の
渡
欧
を
通
じ
て
各

国
の
消
防
組
織
や
制
度
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
列
国
議
会
同
盟
に
お
い

て
国
際
的
な
消
防
協
会
の
組
織
を
希
望
し
た
芳
賀
は
、
パ
リ
や
ロ
ン
ド
ン
の
消

防
団
を
視
察
し
て
、
「
欧
洲
各
国
の
消
防
は
今
や
単
に
消
火
防
水
に
止
ま
ら
ず
、

国
防
的
行
動
、
即
ち
一
朝
有
事
の
際
は
直
ち
に
軍
隊
と
協
力
国
防
の
事
に
任
ず

る
組
織
と
な
つ
て
居
る
」
と
、
有
事
に
お
い
て
消
防
と
軍
隊
が
確
固
た
る
協
力

体
制
を
築
い
て
い
る
様
を
興
味
深
く
書
き
記
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
「
各
国
の
産
業
界
、
政
情
な
ど
視
察
の
一
面
、
消
防
の
施
設
研
究

に
は
最
も
力
を
注
」
い
だ
芳
賀
の
視
察
は
お
よ
そ
四
カ
月
の
旅
程
を
終
え
、
十

月
二
十
五
日
芳
賀
は
八
幡
駅
に
帰
還
し
、
官
民
有
志
の
出
迎
え
を
受
け
て
い

る
。次

に
、
鳥
居
が
建
設
さ
れ
た
経
緯
を
見
て
い
く
。
宗
像
神
社
の
社
務
日
誌
に

よ
る
と
、
横
須
賀
か
ら
出
発
す
る
五
日
前
の
六
月
二
十
日
条
に
「
貴
族
院
議
員

八
幡
市
芳
賀
茂
元
ゼ
ネ
ヴ
ア
ニ
於
テ
開
催
ノ
万
国
議
員
会
ニ
列
席
ニ
付
、
途
上

平
安
祈
願
ノ
タ
メ
参
拝
。
奉
仕
者
花
田
主
典
」
と
あ
り
、
芳
賀
が
旅
の
安
全
祈

願
の
た
め
に
宗
像
神
社
を
参
拝
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
、
鳥
居
奉
納
の

話
が
出
た
こ
と
が
、
社
務
所
が
麻
生
家
執
事
に
送
っ
た
書
面
で
確
認
で
き
る
。

右
に
よ
れ
ば
、
参
拝
し
た
芳
賀
と
宗
像
神
社
と
の
間
で
、
東
郷
駅
の
付
近
に

新
た
に
鳥
居
を
奉
献
す
る
こ
と
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。
ま
た
同
書
簡
か
ら
は
、

宗
像
神
社
が
以
前
か
ら
麻
生
太
吉
に
対
し
て
鳥
居
の
建
設
を
依
頼
し
、
秋
季
大

祭
前
の
竣
工
を
希
望
し
て
い
た
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。
一
九
三
三
年
に
奉
献
さ

二
十
日
愈
々
吾
々
の
会
議
開
会
、
先
づ
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
に
内
田

〔
嘉
吉
〕
閣
下
は
副
議
長
に
、
小
生
は
又
三
百
幾
十
名
の
議
員
の
内
の
評

議
員
（
参
事
会
の
如
き
委
員
）
に
、
舩
田
中
氏
、
元
東
京
市
の
助
役
と
二

人
日
本
代
表
に
選
ば
れ
、
世
界
の
代
表
の
論
議
は
尽
き
ず
、
中
に
も
伊
仏

の
衝
突
は
大
書
す
べ
く
、
伊
の
ム
ツ
ソ
リ
ニ
イ
式
の
腰
の
強
さ
は
驚
き
申

し
候
。
一
時
停
会
仕
り
候
。
か
く
て
小
生
無
二
の
光
栄
に
て
、
時
機
あ
れ

ば
万
国
共
通
の
消
防
協
会
見
た
様
な
も
の
を
組
織
致
し
度
希
望
を
申
出
づ

る
事
に
考
へ
居
り
候
。

過
日
宮
司
よ
り
御
願
申
上
候
侭
今
日
迄
御
無
礼
致
居
候
処
、
昨
日
八
幡
市

芳
賀
氏
御
参
拝
の
節
、
東
郷
駅
附
近
に
新
に
鳥
居
奉
献
被
成
下
事
に
相
成

候
。
就
て
は
予
て
よ
り
御
配
慮
に
預
り
候
貴
家
の
分
も
、
此
際
御
建
設
相

願
度
、
せ
め
て
来
る
十
月
一
日
の
秋
季
大
祭
前
に
は
竣
成
す
る
様
、
氏
子

始
め
一
同
鶴
首
致
居
候
間
、
御
懇
願
申
上
候
。

（
10
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（
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）

（
13
）

（
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）
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（
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（
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）

（二
）
鳥
居
の
奉
納
経
緯
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れ
、
現
在
は
辺
津
宮
参
拝
者
第
一
駐
車
場
側
に
あ
る
麻
生
太
吉
の
大
鳥
居
は
、

一
九
三
一
年
の
春
か
ら
建
設
の
話
が
具
体
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
福
岡

日
日
新
聞
』
の
三
月
一
日
付
の
報
道
で
は
、
「
官
幣
大
社
宗
像
神
社
で
計
画
中

の
日
本
一
の
大
鳥
居
建
設
は
麻
生
太
吉
氏
を
始
め
官
界
、
実
業
界
諸
有
志
の
寄

付
申
出
で
が
あ
り
、
愈
具
体
化
し
同
社
務
所
に
於
て
設
計
図
製
作
中
」
と
あ
る
。

た
だ
し
、
宗
像
神
社
の
鳥
居
を
麻
生
が
他
の
「
有
志
」
と
共
同
で
奉
納
し
よ
う

と
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
ず
、
同
時
期
に
貝
島
太
市

ら
と
建
立
を
計
画
し
て
い
た
宇
美
神
社
の
鳥
居
奉
納
の
話
と
混
同
さ
れ
て
い
る

可
能
性
も
あ
る
。
他
方
、
予
定
地
の
国
道
二
号
沿
い
の
東
郷
橋
脇
の
県
道
が
改

修
幅
員
工
事
の
対
象
と
な
り
、
麻
生
の
大
鳥
居
の
建
設
は
遅
延
す
る
。
結
局
、

翌
一
九
三
二
年
十
一
月
に
建
設
の
決
定
は
な
さ
れ
る
も
の
の
「
御
建
設
相
願
ふ

べ
き
地
点
完
成
の
上
は
直
ち
に
御
通
報
可
申
上
」
状
況
は
し
ば
ら
く
続
き
、
麻

生
の
大
鳥
居
よ
り
先
に
芳
賀
の
鳥
居
の
話
が
ま
と
ま
り
建
設
に
至
る
こ
と
に
な

る
。な

お
、
芳
賀
が
宗
像
神
社
に
参
拝
し
た
二
日
後
の
六
月
二
十
二
日
、
麻
生
は

渡
航
の
餞
別
を
持
参
し
芳
賀
宅
を
訪
問
し
て
い
る
。
芳
賀
と
麻
生
は
、
芳
賀
が

多
額
納
税
議
員
選
挙
へ
の
出
馬
を
麻
生
に
相
談
す
る
な
ど
懇
意
で
あ
っ
た
。
前

述
の
と
お
り
、
麻
生
は
こ
の
年
糟
屋
郡
宇
美
町
の
宇
美
八
幡
宮
に
鳥
居
を
奉
納

し
て
お
り
、
鳥
居
建
立
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
そ
の
詳
細
が
芳
賀
に
も
伝
え
ら

れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

芳
賀
の
鳥
居
は
渡
欧
中
に
準
備
が
進
行
し
て
い
た
。
鳥
居
の
建
設
は
麻
生
と

同
じ
く
山
口
県
徳
山
町
の
石
材
商
、
中
村
藤
兵
衛
に
依
頼
さ
れ
た
。
八
月
十
三

日
に
中
村
が
麻
生
家
執
事
に
宛
て
た
書
簡
に
よ
れ
ば
、
「
去
ル
八
月
八
日
ニ
宗

像
神
社
ノ
沖
津
宮
石
鳥
居
及
ビ
芳
賀
茂
元
様
ノ
御
鳥
居
ト
弐
基
ヲ
弊
店
ニ
御
調

製
致
居
候
条
、
建
設
地
ヲ
見
ニ
行
キ
神
社
ニ
テ
承
リ
〔
中
略
〕
芳
賀
茂
元
様
御

奉
納
ノ
御
鳥
居
ハ
東
郷
駅
ノ
所
ニ
九
月
末
日
迄
ニ
竣
工
ノ
予
定
」
と
あ
り
、
当

初
芳
賀
の
鳥
居
は
、
芳
賀
が
列
国
議
会
同
盟
か
ら
戻
る
前
に
竣
工
さ
れ
る
予
定

で
あ
っ
た
。
だ
が
鳥
居
の
着
工
は
芳
賀
の
帰
国
後
と
な
る
。
理
由
は
不
明
だ
が

鳥
居
竣
工
後
に
発
行
さ
れ
た
宗
像
神
社
崇
敬
講
社
の
機
関
誌
で
あ
る
『
神
光
』

に
は
、
「
八
幡
市
在
住
前
貴
族
院
議
員
芳
賀
茂
元
氏
は
昨
夏
、
万
国
議
員
同
盟

会
議
列
席
の
事
に
決
定
す
る
や
、
直
ち
に
宗
像
神
社
に
参
拝
渡
海
安
全
祈
願
を

な
し
た
が
、
愈
々
無
事
に
帰
朝
し
た
の
で
、
之
を
永
久
記
念
と
し
て
、
謝
恩
報

謝
の
為
め
今
回
石
大
鳥
居
を
奉
献
さ
れ
た
。
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く

と
も
あ
る
時
期
か
ら
鳥
居
奉
納
の
目
的
は
、
出
発
前
の
安
全
祈
願
か
ら
無
事
帰

国
の
「
謝
恩
報
謝
」
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

十
月
二
十
六
日
に
芳
賀
は
八
幡
市
へ
帰
還
し
、
帰
国
の
挨
拶
の
た
め
麻
生
太

吉
を
訪
問
し
た
。
そ
の
後
、
宗
像
神
社
内
で
も
鳥
居
建
設
に
向
け
た
動
き
が
活

発
化
し
て
い
る
。
奉
献
ま
で
の
様
子
を
、
宗
像
神
社
の
社
務
日
誌
か
ら
抜
粋
し

た
い
。

　
　
　
　
　

十
月
二
十
八
日　

一
、
宗
像
主
典
、
芳
賀
茂
元
氏
寄
付
ニ
係
ル
石
鳥
居
来
東
ニ
付
東
郷
町
出

　
　

張
、
即
日
帰
社
。

　
　
　

十
月
二
十
九
日

一
、
花
田
祢
宜
、
宗
像
主
典
、
鳥
居
ノ
件
ニ
付
東
郷
町
出
張
、
即
日
帰

　
　

社
。　

　
　
　

十
月
三
十
日

一
、
宗
像
祢
宜
、
沖
津
宮
改
築
ニ
関
ス
ル
件
及
芳
賀
氏
奉
献
鳥
居
ノ
件
ニ

　
　

付
福
岡
市
出
張
。

（
18
）

（
19
）

（
20
）（

22
）

（
21
）

（
23
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

マ
マ

（
26
）

（
27
）
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メ
デ
ィ
ア
も
十
一
月
の
初
頭
に
は
、
新
し
い
大
鳥
居
の
建
設
に
つ
い
て
報
道

し
て
い
る
。
五
日
付
の
『
福
岡
日
日
新
聞
』
は
、
「
今
回
万
国
議
員
会
出
席
記

念
の
為
め
」
、
芳
賀
が
宗
像
神
社
に
奉
献
し
た
石
の
大
鳥
居
が
、
同
月
二
十
五

日
頃
竣
工
式
を
迎
え
る
と
報
じ
、
「
新
国
道
東
郷
駅
か
ら
大
井
峠
に
差
し
か
ゝ

る
宗
像
宮
参
宮
道
の
山
の
紅
葉
を
バ
ツ
ク
に
く
つ
き
り
浮
き
出
て
ゐ
る
」
と
、

鳥
居
が
建
っ
た
東
郷
駅
前
の
情
景
を
伝
え
て
い
る
。

こ
う
し
て
芳
賀
の
大
鳥
居
は
建
設
さ
れ
、
十
一
月
三
十
日
午
前
十
時
に
竣
工

式
と
通
り
初
式
、
並
び
に
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
「
寄
贈
者
芳
賀
家
親
族
代
表
七

名
の
外
に
来
賓
と
し
て
幡
掛
筥
崎
宮
司
、
小
崎
東
郷
署
長
、
花
田
郡
農
会
長
、

各
町
村
長
、
宗
像
中
学
校
長
、
宗
像
高
等
女
学
校
長
、
小
学
校
長
等
八
十
余

名
」
参
列
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
【
図
４
】
。

『
神
光
』
は
、
芳
賀
の
大
鳥
居
に
つ
い
て
、　
　

　

高
さ
二
十
余
尺
、
場
所
は
、
東
郷
駅
か
ら

　

大
井
の
峠
に
さ
し
か
ゝ
る
峠
口
で
、
山
を

背
景
に
く
つ
き
り
と
浮
出
た
白
い
姿
が
著

し
く
行
人
の
目
を
惹
く
。
東
郷
町
を
経
由

す
る
路
線
は
甚
だ
迂
回
の
憾
あ
る
が
、
将

来
は
こ
の
鳥
居
を
目
標
に
参
拝
さ
れ
る
方

が
増
え
て
、
新
国
道
の
開
通
の
暁
は
、
自

然
こ
の
鳥
居
を
一
ノ
鳥
居
と
す
る
直
線
参

道
が
出
来
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

と
、
建
て
ら
れ
た
ば
か
り
の
鳥
居
の
美
し
さ
を

記
し
、
東
郷
駅
周
辺
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る

こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

な
お
、
筆
者
は
芳
賀
が
同
様
の
「
列
国
議
員

同
盟
会
議
参
列
記
念
」
の
石
鳥
居
を
、
宮
地
嶽

神
社
に
も
一
基
奉
納
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
【
図
５
】
。
宗
像
神
社
以
外
に
奉
献
さ

れ
た
芳
賀
の
鳥
居
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と

一
、
澤
渡
主
典
、
芳
賀
氏
奉
献
鳥
居
立
柱
祭
奉
仕
ノ
タ
メ
東
郷
町
出
張
。

一
、
花
田
祢
宜
、
土
地
購
入
登
記
ノ
タ
メ
東
郷
町
出
張
、
即
日
帰
社
。

　
　
　

十
一
月
一
日

一
、
花
田
祢
宜
、
芳
賀
氏
奉
献
鳥
居
ノ
件
ニ
付
八
幡
市
出
張
。

一
、
宗
像
主
典
、
吉
田
主
典
、
芳
賀
氏
奉
献
鳥
居
建
設
ニ
関
シ
東
郷
町
出

　
　

向
。

　
　
　

十
一
月
二
日

一
、
櫟
本
宮
司
、
花
田
祢
宜
、
芳
賀
氏
奉
献
鳥
居
建
設
ニ
関
シ
東
郷
町
出

　
　

向
。

　
　
　

十
一
月
三
日

一
、
芳
賀
氏
奉
献
鳥
居
建
設
石
工
飯
塚
市
明
治
町
中
村
與
外
約
十
名
参

　
　

拝
、
奉
仕
者
花
田
祢
宜
。

　
　
　

十
一
月
二
十
八
日

一
、
宗
像
主
典
、
鳥
居
ノ
件
ニ
付
東
郷
町
出
張
、
即
日
帰
社
。

　
　
　

十
一
月
三
十
日

一
、
櫟
本
宮
司
、
宗
像
主
典
、
吉
田
主
典
、
田
村
主
典
、
永
島
出
仕
芳

　
　

賀
茂
元
氏
奉
献
鳥
居
竣
工
祭
奉
仕
ノ
タ
メ
東
郷
町
出
張
、
即
日
帰

　
　

社
。

一
、 

八
幡
市
芳
賀
茂
元
氏
家
族
参
拝
。
修
祓
、
澤
渡
主
典
奉
仕
。

（
28
）

（
29
）

（
30
）

図４　「芳賀氏寄附の大鳥居竣工式」（『福岡日日新聞』1932年12月1日付）
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し
た
い
。

（
三
）
戦
後
の
移
築
経
緯

　

芳
賀
が
奉
献
し
た
大
鳥
居
は
、
以
後
三
十
年
余
り
に
わ
た
り
東
郷
駅
か
ら
の

参
拝
者
を
出
迎
え
た
。
だ
が
、
戦
後
県
道
の
拡
張
が
検
討
さ
れ
る
中
で
、
鳥
居

の
移
設
案
が
浮
上
す
る
。
社
務
本
局
発
行
の
月
報
『
宗
像
』
に
よ
れ
ば
、
一
九

六
三
年
の
二
月
頃
「
福
岡
県
土
木
事
務
所
よ
り
県
道
拡
張
の
理
由
を
以
っ
て
現

在
道
路
上
に
あ
る
鳥
居
移
転
の
要
請
が
あ
」
り
、
「
神
社
側
と
し
て
も
そ
れ
に

賛
同
し
、
早
速
に
移
転
計
画
を
立
て
」
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
移
設
が
決
定
さ
れ
、
陸
上
自
衛
隊
第
四
師
団
司
令
部
施
設
課
の
応

援
を
得
て
、
「
大
村
自
衛
隊
竹
松
駐
と
ん
地
の
第
四
中
隊
長
一
等
陸
尉
児
玉
義

秋
氏
以
下
十
七
名
の
隊
員
の
手
に
よ
っ
て
」
同
年
五
月
二
十
五
日
に
鳥
居
の
解

体
作
業
が
行
わ
れ
た
【
図
６
】
。
当
日
は
一
時
的
に
激
し
い
雨
が
降
る
な
ど
の

悪
天
候
だ
っ
た
が
、
「
訓
練
を
重
ね
て
来
た
隊
員
の
作
業
は
見
る
か
ら
に
活
発

で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
動
作
に
は
み
て
い
る
大
衆
を
驚
か
せ
る
も
の
が
」
あ

り
、
「
自
衛
隊
員
の
懸
命
な
動
き
に
よ
っ
て
一
日
の
う
ち
に
解
体
移
転
の

作
業
を
や
っ
て
の
け
」
る
ほ
ど
迅
速
だ
っ
た
。
一
方
で
、
作
業
の
経
過
を

見
守
る
う
ち
に
、
大
鳥
居
の
技
術
に
対
す
る
感
嘆
の
声
も
挙
が
っ
た
。

　
　

解
体
さ
れ
た
大
鳥
居
を
見
て
感
心
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
当
時
ク
レ　

　
　

ー
ン
車
、
ト
レ
ー
ラ
車
等
の
如
き
文
明
の
〝
力
〟
は
な
か
っ
た
に
も

　
　

か
か
わ
ら
ず
、
実
に
力
学
的
な
技
術
を
以
っ
て
築
か
れ
て
い
る
こ
と

　
　

で
あ
る
。
今
の
現
代
文
明
の
世
に
在
る
人
間
に
取
っ
て
は
、
想
像
も

　
　

つ
か
な
い
ほ
ど
の
威
力
を
感
じ
さ
せ
か
つ
驚
嘆
さ
せ
る
も
の
が
あ

　
　

る
。

さ
て
、
解
体
作
業
の
時
点
で

鳥
居
の
新
た
な
設
置
場
所
は
ま

だ
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
ひ
と
ま
ず
「
現
在
神
湊
の

草
崎
半
島
一
帯
の
土
地
を
買
収

し
て
頓
宮
の
神
籬
形
式
の
磐
境

を
建
設
す
る
準
備
が
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ

に
移
し
て
は
ど
う
か
と
い
う

意
見
も
あ
り
、
取
り
敢
ず
頓

宮
用
地
の
近
く
に
移
」
す
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
右
に
あ

る
と
お
り
草
崎
一
帯
の
頓
宮
建

設
用
地
の
購
入
が
進
め
ら
れ
、

（
31
）

（
32
）

図６　解体作業の様子
（『宗像』第31号、1963年 7月1日付）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
37
）

（
36
）

図５　宮地嶽神社の芳賀奉献鳥居
（2020年11月筆者撮影）
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（
38
）

（
39
）

一
九
六
七
年
三
月
四
日
に
頓
宮
建
設
用
地
の
造
成
工
事
が
完
成
す
る
。
そ
の
前
の

二
月
二
十
三
日
に
芳
賀
の
鳥
居
は
頓
宮
参
道
入
口
に
再
建
さ
れ
、
以
上
の
経
緯
に

よ
り
鳥
居
は
現
在
の
位
置
に
所
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
草
崎
半
島
に
あ
る
頓
宮
入
口
の
石
鳥
居
の
由
来
に
つ
い
て
、
同
時

期
に
奉
献
さ
れ
た
麻
生
太
吉
の
大
鳥
居
と
の
関
連
性
を
含
め
て
検
討
し
た
。
現

在
と
異
な
り
、
欧
米
へ
の
旅
や
出
張
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
時
代
、
芳
賀
は
石

の
大
鳥
居
を
奉
献
し
て
旅
の
安
全
を
祈
願
し
、
無
事
を
報
謝
し
た
。
他
方
、
宗

像
神
社
側
に
と
っ
て
も
東
郷
駅
前
に
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
大
鳥
居
を
得
た
こ

と
は
大
い
に
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
神
社
側

や
地
元
東
郷
町
か
ら
の
視
点
は
本
稿
で
は
余
り
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
戦
前
の
宗
像
神
社
復
興
運
動
な
ど
と
の
関
連
と
も
併
せ
て
今
後
検
討
を

深
め
て
い
き
た
い
。

（
４
）
人
事
興
信
所
編
『
人
事
興
信
録　

第
十
一
版
（
昭
和
十
二
年
）　

下
』
（
一
九
二

　
　

八
年
、
人
事
興
信
書
）
八
一
一
頁

（
５
）
『
官
報
』
一
九
三
二
年
三
月
九
日
付
（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
三
二
年
）
、
お
よ

　
　

び
『
貴
族
院
要
覽 

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
増
訂 

丙
』（
貴
族
院
事
務
局
、
一
九
四

　
　

七
年
）
三
九
頁
。

（
６
）
一
九
三
七
年
に
も
同
様
に
多
額
納
税
議
員
補
欠
選
挙
に
出
馬
し
た
が
、
出
光
佐

　
　

三
に
敗
れ
て
い
る
（「
福
岡
多
額
議
員
選
挙
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
三
七
年
一
月
二

　
　

十
七
日
付
二
頁
）
。

（
７
）
前
掲
『
福
岡
大
学
75
年
の
歩
み　

事
典
編
』
一
八
頁
。
一
九
四
四
年
に
九
州

　
　

専
門
学
校
が
福
岡
大
学
の
前
身
校
に
あ
た
る
福
岡
高
等
商
業
学
校
に
統
合
さ
れ
る

　
　

と
、
財
団
法
人
を
解
散
し
て
不
動
産
の
全
て
を
福
岡
県
に
寄
付
し
て
い
る
（
同

　
　

所
）
。

（
８
）
列
国
議
会
同
盟
の
活
動
の
詳
細
と
日
本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
拙
著
『
議
員

　
　

外
交
の
世
紀
―
―
列
国
議
会
同
盟
と
近
現
代
日
本
』（
吉
田
書
店
、
二
〇
二
二
年
）

　
　

を
参
照
の
こ
と
。

（
９
）
昭
和
七
年
四
月
五
日
付
・
芳
沢
謙
吉
外
務
大
臣
宛
佐
藤
尚
武
駐
ベ
ル
ギ
ー
特
命

　
　

全
権
大
使
電
信
第
二
六
号
（
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
「
万
国
議
員
商
事
会
議
関

　
　

係
一
件
」
（B

-
1
0
-
1
3
-
0
-
1

）
所
収
、J

A
C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

　
　

R
e
f
.
B
0
4
1
2
2
5
5
3
0
0
0

〈
三
七
画
像
目
〉
）
。
な
お
、
商
事
会
議
の
評
議
員
会
は
オ
ス

　
　

タ
ン
ド
で
開
か
れ
、
芳
賀
は
参
加
し
て
い
る
（
前
掲
『
議
会
制
度
百
年
史　

貴
族

　
　

院
・
参
議
院
議
員
名
鑑
』
二
一
六
頁
。
）

（
10
）
昭
和
七
年
五
月
十
三
日
付
・
芳
沢
謙
吉
外
務
大
臣
宛
矢
田
七
郎
駐
ス
イ
ス
公
使

　
　

電
報
第
一
二
号
（
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
「
万
国
議
員
同
盟
会
議
関
係
一
件
」

　
　

第
一
巻
（B-10-13-0-2_001

）
所
収
、JACAR Ref.B04122553400

〈
八
五
画
像

　
　

目
〉
）
。

（
11
）
昭
和
七
年
六
月
十
六
日
付
・
有
田
八
郎
外
務
次
官
宛
長
世
吉
貴
族
院
書
記
官
長

註　
（
１
） 

人
事
興
信
所
編
『
人
事
興
信
録　

第
十
一
版
（
昭
和
十
二
年
）
下
』
（
一
九
二
八

　
　

年
、
人
事
興
信
所
）
ハ
一
一
頁
。

（
２
）「
芳
賀
茂
元
貴
族
院
令
第
一
条
第
六
号
ニ
依
リ
貴
族
院
議
員
ニ
任
ス
ル
ノ
件
」　
　

　
　

『
任
免
裁
可
書　

昭
和
七
年　

任
免
巻
二
十
一
』（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）、
お
よ
び

 
 
 

衆
議
院
・
参
議
院
編
『
議
会
制
度
百
年
史　

貴
族
院
・
参
議
院
議
員
名
鑑
』（
一
九

　
　

九
〇
年
、
衆
議
院
）
二
一
六
頁
。

（
３
）
人
事
興
信
所
編
『
人
事
興
信
録　

第
八
版
（
昭
和
三
年
）
』
（
一
九
二
八
年
、
人

　
　

事
興
信
所
）
ハ
七
頁
。
お
よ
び
福
岡
大
学
75
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
福
岡
大
学
75

         

年
の
歩
み　

事
典
編
』
（
福
岡
大
学
、
二
〇
一
四
年
）
一
八
頁
。
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来
信
貴
庶
第
一
八
二
号
（
前
掲
「
万
国
議
員
商
事
会
議
関
係
一
件
」
所
収
、JACAR 

　
　

R
e
f
.
 
B
0
4
1
2
2
5
5
3
0
0
0

〈
四
五
画
像
目
〉
）
。

（
12
）
芳
賀
茂
元
「
万
国
議
員
会
席
上
よ
り　

国
際
消
防
協
会
設
立
の
提
案
」
（
『
大
日

　
　

本
消
防
』
六
（
一
〇
）
、
一
九
三
二
年
十
月
、
五
頁
）
。

（
13
）
拙
著
、
前
掲
『
議
員
外
交
の
世
紀
』
一
三
〇
～
一
三
一
頁
。

（
14
）「
最
近
の
欧
米
と
こ
ろ
〳
　〵

万
国
議
員
総
会
に
臨
ん
で
帰
つ
た
芳
賀
前
貴
族
院

　
　

議
員
談
」
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
三
二
年
十
月
二
十
六
日
付
。

（
15
）
同
前
。

（
16
）「
社
務
日
誌
」
昭
和
七
年
六
月
二
十
日
条
。

（
17
）
昭
和
七
年
六
月
二
十
一
日
付
・
麻
生
太
吉
本
邸
執
事
宛
宗
像
神
社
社
務
所
書
翰

　
　

（「
昭
和
八
年
十
一
月
官
幣
大
社
宗
像
神
社
奉
納
鳥
居
事
蹟
」
九
州
大
学
附
属
図
書

　
　

館
付
設
記
録
資
料
館
所
蔵
「
麻
生
家
文
書
」
た
八
三
所
収
）
。

（
18
）「
宗
像
神
社
の
大
鳥
居　

愈
々
具
体
化
」
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
三
月

　
　

一
日
付
。

（
19
）
宇
美
町
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
修
宇
美
町
誌　

下
巻
』
（
宇
美
町
、
二
〇
二

　
　

〇
年
）
四
一
頁
。

（
20
）
昭
和
七
年
十
一
月
十
八
日
付
・
麻
生
太
吉
宛
櫟
本
憲
昌
宮
司
書
翰
（
前
掲
「
麻

　
　

生
家
文
書
」
た
八
三
所
収
）
。

（
21
）
麻
生
の
大
鳥
居
は
一
九
三
三
年
十
一
月
十
三
日
に
予
定
ど
お
り
東
郷
橋
脇
の
県

　
　

道
に
奉
献
さ
れ
（
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
編
『
宗
像
大
社
昭
和
造
営
誌
』
宗
像
大

　
　

社
復
興
期
成
会
、
一
九
七
六
年
、
六
三
七
頁
） 

、
一
九
六
六
年
と
一
九
七
一
年
の
二

　
　

度
に
わ
た
る
移
築
の
結
果
、
現
在
の
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
（
同
書
、
三
二

　
　

七
、
六
七
八
頁
）
。

（
22
）
麻
生
太
吉
日
記
編
纂
委
員
会
編
『
麻
生
太
吉
日
記　

第
五
巻
』
（
九
州
大
学
出
版

　
　

会
、
二
〇
一
六
年
）
一
九
三
二
年
六
月
二
十
二
日
条
。

（
23
）
前
掲
『
麻
生
太
吉
日
記　

第
五
巻
』
一
九
三
二
年
二
月
六
日
条
。

（
24
）
昭
和
七
年
八
月
十
三
日
付
・
麻
生
本
家
執
事
宛
中
村
藤
兵
衛
書
翰
（
前
掲
、
「
麻

　
　

生
家
文
書
」
た
八
三
）
。

（
25
）「
芳
賀
茂
元
氏
石
大
鳥
居
奉
献
」
『
神
光
』
第
一
号
、
昭
和
八
年
一
月
二
十
日
付
、

　
　

七
頁
。

（
26
）
前
掲
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
三
二
年
十
月
二
十
六
日
付
。

（
27
）
前
掲
『
麻
生
太
吉
日
記　

第
五
巻
』
一
九
三
二
年
十
月
二
十
六
日
条
。

（
28
）「
芳
賀
氏
大
鳥
居
奉
献
」
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
三
二
年
十
一
月
五
日
付
。

（
29
）「
芳
賀
氏
寄
附
の
大
鳥
居
竣
工
式
」
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
三
二
年
十
二
月

　
　

一
日
付
。

（
30
）「
芳
賀
茂
元
氏
石
大
鳥
居
奉
献
」『
神
光
』
第
一
号
、
一
九
三
三
年
一
月
二
十
日
付
。

（
31
）「
大
鳥
居
移
転
」
『
宗
像
』
第
二
七
号
、
一
九
六
三
年
三
月
一
日
付
。

（
32
）「
大
鳥
居
解
体
作
業
終
わ
る
」
『
宗
像
』
第
三
一
号
、
一
九
六
三
年
七
月
一
日
付
。

（
33
）
前
掲
『
宗
像
大
社
昭
和
造
営
誌
』
六
六
三
頁
。

（
34
）
前
掲
「
大
鳥
居
解
体
作
業
終
わ
る
」
。

（
35
）
同
前
。

（
36
）
同
前
。

（
37
）
前
掲
『
宗
像
大
社
昭
和
造
営
誌
』
六
六
四
頁
。

（
38
）
同
前
、
六
六
六
頁
。

（
39
）
同
前
。

（
い
と
う
か
お
り　

近
代
部
会
）


